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教科等横断的な視点に立った
授業づくりに関する調査研究



【目的】

各教科等の見方・考え方を働かせながら、児童生徒の資質・能力を育成する「教科等横断的な視点に立った授業づくり」

の実現及び普及促進に向けた実践的な調査研究を行う。

〇授業実践事例の収集
〇「まずはやってみる」

〇普及促進・評価について
〇「広げる・深める」



図画工作生活



異なる教科が出会うことで、児童生徒の中に新しい「問い」や「納得」が生まれます。

ここで、いくつかの事例を紹介します。



令和７年度調査研究

教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究 StageⅡ ～小中学校 理科～

〇「新規委員による教科等横断的な授業づくりの実践」
〇「子供たちの変容の見取りと効果の検証を踏まえた教科等横断的な授業づくりの普及」

研究テーマ

研究の概要

成果と課題

社会や子供たちの状況
・変化の激しい予測困難な時代
・技術の高度化
・児童生徒の多様性
・理科と日常生活が結びつかない

求められる資質・能力
・問題発見（なぜだろう・気付き）

・解決能力（知恵と他者との協働で
粘り強く最適解に導く）

・科学的に探究する力

○目指す児童生徒像
「他者と協働して科学的に探究し、生活の中にある未知の課題に対して挑戦できる子」

○育成したい資質・能力
「誰もが豊かでよりよい未来を創造するための問題発見・解決能力の育成」

必要なこと
・科学的に課題を解決する場面
・日常生活や社会と関連付ける活動
・学ぶ意義や価値を実感できる活動
・教科等横断的に探究する活動

【授業づくり】
単元を

デザインする

問題解決の過程（小）
探究の過程（中）

自然事象に対する気付き

問題・課題の設定

予想や仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察

結論の導出

次の探究の過程へ

課
題
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握

課
題
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課
題
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解
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【単元を貫くテーマ】
立野小クリーン大作戦

～お世話になった学校を“科学
の力”できれいにしよう！～

①「液性」について学習
⇒解決していく問題を設定
・洗剤の表示
・水溶液に溶けているもの
・色やにおい

実践理科 家庭科

住まいの清掃の仕方
・掃除がなぜ必要なのか
・汚れに合った掃除
・身の回りを快適にする

・用具を適切に選ぶ
・汚れの特徴に合った洗
剤を選ぶ

・掃除の正しい手順や仕
方を学習

気付き・疑問
・用途によって洗剤が異
なるのはなぜだろう。

・学校にはどのような汚
れがあるのだろう。

【子供たちの変容・見取り】
「６年生の奉仕活動」

・汚れを見極め、必要な洗剤や
用具を選択できる

・習得した知識がつながる
⇒豊かな心の育成

②【問題】３つの汚れには、
それぞれどの液性の洗剤を
使えばよいでしょうか
・液性から考える（予想）

③【実験】(計画の立案)
・10種類の洗剤を万能
試験紙を用いて実験

・水あか（酸性）、油汚
れ（中性）、カビ（ア
ルカリ性）を明らかに
する

④洗剤の注意書きに着目
・なぜ使えない場所があ
るのだろう（疑問）

「塩酸は金属を溶かして
しまうのだろうか」

・溶かす前後で比較する

問
題
解
決
の
過
程

（
理
科
授
業
）

【成果】（児童生徒の姿）
・自分事として、解決したい問題に取り組む姿勢が見られた。
・学習内容が実生活や他教科にも活用できることを、振り返り
に記述していた。

・日常生活に学びを生かそうとする意識の高まりが見られた。

【成果】（教師の視点）
・他教科の学習内容を知ることで子供たちの知識や実態を自身の
授業に生かすことができる。

・導入の選択肢が広がる。
・教科横断の授業に難しさを感じていたが、本実践を通して
取り組みに対する抵抗感が和らいだ。

【課題】（普及の視点）
本事例は単元を通して行う授業であり、準備も複雑な内容であ

るため、本授業の要素を生かした、より簡易的な事例を増やすこ
とも教科等横断的な授業づくりの普及につながると考えられる。



目指す児童像を
明確に

単元を見通した
教科横断のデザイン

ともに授業をつくる
楽しさを味わう

３つの汚れに対する最適な液性は？



つながる学び、広がる実践 ～事例※柱１と知見※柱２で、授業づくりを進化させる。～研究テーマ

「教科等横断的な視点に立った授
業づくり」の普及のために必要なこと
を次の２つの柱で研究した。

柱１ 実践事例の追加

目的：より多くの教師が実践できるよ
うにする

方法：先行事例に新しい事例を追加
し、実践の幅を広げる

柱２ 授業づくりの際の留意点等の整
理

目的：今後取り組む教師が効果的な
授業を展開できるようにする

方法：実践経験から得られたポイント
をまとめる

研究の概要 柱１ 事例の追加 ※詳細は添付のダイジェスト版指導案参照成果と課題

◎追加事例２

「一次関数の利用」※第3学年想定
滑川町立滑川中学校

＜社会科×数学科＞

「自販機の値段から未来を読む」
～数学科で「社会」をのぞく授業～

＜説明＞

数学が“「社会」を見る道具”だと直
感的に伝えたい。自販機の値段の変
化から、関数を用いた数学的な見方
を働かせて未来を予想させる授業で
ある。正解のないことに対し根拠に
基づいて考えさせたい。
※正式指導案は総合教育センターHPに掲載予定

◎追加事例１

「比べ方を考えよう」
桶川市立桶川東小学校

＜理科×算数科×防災＞

算数が、いのちを守る
道具になるとき。

＜説明＞

理科で学んだ自然現象を、算数を
用いて見ることで、算数が実生活に
結びついていることを実感させたい。
実際の雨量のデータから、数学的な
見方を働かせて川の水位の変化に
ついて考える授業である。防災にも
関連させる。
※正式指導案は総合教育センターHPに掲載予定

令和７年度調査研究

教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究 StageⅡ ～小中学校算数・数学科～





令和７年度調査研究

教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究 StageⅡ ～高等学校地歴公民科～

〇「新規委員による教科等横断的な授業案の作成・実践」
〇「年次研修を活用した教科等横断的な授業づくりの普及」

研究テーマ

「新規委員による教科等横断的な授業案の作成・実践」

「年次研修を活用した教科等横断的な授業づくりの普及」

研究の概要

①委員間における知見の継承
実践知の共有 ⇒ 授業構想の複合化
⇒ 本年度の授業実践へ活用

②生徒の資質・能力の育成への貢献
学習内容を教科等横断的な視点で捉え、教師

の意図を超えて重層的に表現する解答の出現
（豊かな歴史的思考力の育成）

③学校現場における授業改善に向けた取組
の促進
他教科の教師とのコミュニケーションの増加

①学習評価の難しさ
各教科の視点を活用する学習における見取り
の蓄積

②汎用的な授業計画への位置付け
準備における負担感、年間指導計画との関係
⇒ 教師間における単元計画の共有
カリキュラム・マネジメントの促進

成果と課題

研究１

研究２

成果

課題

◆授業案の作成（第２回・３回）
〇実践に関する知見の継承
継続の委員から新規の委員へ

〇横断する教科の検討
「世界史探究」を選定

〇接続するコンピテンシーの
検討 ⇒ 単元の選定
「西アジアや南アジアの諸帝国」

◆授業案の実践（第４回）
会場：坂戸高等学校
〇テーマ
「学びのつながりを実感
できる教科横断的な授業」

〇横断教科
・国語（論理国語）
・外国語（英語コミュニ
ケーションⅡ）

◆まとめ（第５回）
〇授業の検証
目標の達成度を確認
・学ぶ力の育成
・高大の接続
・深い学びの実現

〇普及促進に向けた
成果と課題の把握

◆実践授業の概要 「イスファハーンは世界の半分」を多面的・多角的に捉え直す ⇒ 新しい概念を創出する
①「時期・場所・人」に着目（世界史探究） ②「思想・信仰に着目」（国語・論理国語）
③「翻訳」に着目（外国語） ⇒ ３つの視点を組み合わせ、課題に解答する

◆初任者研修における活用
昨年度までに地歴公民科で作成した実践事例を紹介
⇒ 単元等構想シートなどを活用し、教科等横断的な授業
づくりを実際に体験する

◆中堅教諭等資質向上研修における活用
「消費者教育」についての実践事例を紹介
⇒ 家庭科の受講者と合同で、教科等横断的な授業計画を
立案する ex)テーマ、育成したい資質・能力、単元





〇「新規委員による教科等横断的な授業案の作成・実践」
〇「年次研修を活用した教科等横断的な授業づくりの普及」

研究テーマ

研究の概要

〇教科横断型授業の検討
➀体育をより論理的に捉えるための
「体育理論」の実践と検討
（技能が上達する過程の理解と実践）

②教科等横断的なコンテンツ
コンピテンシーの検討。物理と数学を
用い、効果的な学習と各教科のつなが
りを理解できるような授業の作成。

③総合的な探究の時間を視野に入れた、
授業内容の研究

〇新規委員による教科等横断的な
授業案の作成及び実践・検討

・委員間での知見の継承
・校内「SSコラボ」授業の検討

〇授業スライド

〇年次研修を活用した教科等横断的な
授業実践の紹介

①初任者研修
授業実践者の講義・演習

②中堅教諭等資質向上研修 公開授業
の実施→研修内で教科等横断的な授
業について研究協議・今後の発展の
検討

◎保健体育 体育理論の展開
・走りについての予備知識、先行研究紹介

◎理想的な『走りの追求』
・走りの動画からの「動作分析」を行う
・最小膝関節角度などのキーワード

〇授業内容
指導案

◎理科 物理
・「なぜ？」の視点に立った科学的現象の
解説と実験・慣性モーメントの説明

◎数学 三角関数と座標
・身体座標を作成し、身体重心（原点）まで
の距離を求める、回しにくさの比較

◎まとめ
・運動技能を高めるためには、反復練習だけ
ではなく、運動を理解することが大切

・物事を多角的に捉えたり追求したりするた
めには、物理や数学、その他様々な教科の
知識が必要になってくる

〇授業後生徒
アンケート

〇コラボ授業としての
満足度

・大変満足78.4％
・満足16.2％
・普通5.4％

〇体育・物理・数学
の関係性があるか

・非常にそう思う89.2％
・そう思う10.8％

成果

成果と課題

〇学びの深まりと発展（感想より抜粋）
・広い視点で物事を見ることの重要性に気付いた。
・体育はあまり得意ではありませんでしたが、物
理や数学との関連があると知って少し体育への
関心や意欲が上がりました。

〇さらなる「学びの広がり」を見せるため
の教師との対話と発問の工夫

〇教科横断の展開の工夫
(ジグソー法の検討)

課題

令和７年度調査研究

教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究 StageⅡ ～高等学校保健体育科～



多様な関わり・多様な楽しさ
↓

運動好きな児童生徒の育成





成果：広げる（普及・促進）深める（見取り・評価）

【広げる】

〇年次研修等での活用
〇地域の授業研究会での発信
〇調査研究委員以外の先生による授業

【深める】
〇他教科等の見方・考え方を発揮する姿を見取ること
〇児童生徒の変容を教科等を越えて見取ること

チャレンジしやすいところから広げることができた

児童生徒の姿から学びの深まりを実感できた

埼玉県マスコット「さいたまっち」「コバトン」



自教科の



授業内（評価）と授業外（組織、人的要因）それぞれに課題がある





あくまで案ですが、実現できるものだと信じています



埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」
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